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平和島スターボウル徳江  和則スラッシュ

QZ2 BACK DRAFTThrash

時代はMotivatorリアクティブカバーから、Z-MAXリアクティブカバーへ。
今回リリースするThurashは、QZシリーズの動力源でもあるQuadfireコアを心臓部に、Z-MAXリアクティブという新たに開発
されたカバーストックを搭載しています。今までMOTIV社は様々なカバーストックを開発してきましたが、今回採用された
カバーストックはQZシリーズのMotivator-ZリアクティブとクルーエルのFormulaリアクティブのちょうど中間ぐらいに感じました。
Motivator-Zリアクティブよりもスキッドは短く、Formulaリアクティブのほうが強い反応を見せます。どちらかというとZ-MAXリアクティブ
はMotivator系のパール素材が主ではなく、Solid系リアクティブの見た目とパフォーマンスが表れているようです。その根拠として
オイルゾーンを抜けてからのドライゾーンでの反応が過敏ではなく、なるべく濃淡を感じさせないように設定されている反応を
コンセプトと同時にリアクションとしても感じることができるからです。
リアクションイメージはややフック状態が長く感じるフリップ系で、Quadfireコアの持つバックエンドモーションがカバーの特性で
やや早めに動き出しているように見て取れますが、回転動力は失われずピンヒットまで転がり続けます。ピンヒットの柔らかさはラプター
とほぼ同等の低く柔らかいアクションで、特に薄めのアクションは必見です。私はこういう「派手に動かないけれどもボールの回転方向に
ダイレクト動く」ボールは実用性が多いと思います。オイルがなくなれば過激に向きを変えるボールも必要であれば、過敏に反応しない
ボールも幅を感じることができるコンディションも多いと思います。コンディションの対応に向き不向きはありますが、ボールの反応も
違えばまたラインに向かうイメージも変わることでしょう。そういう場面のためにもこういうボールは持っておくべきだと私は思います。
ややキャッチ系Solid系リアクティブでフック状態からのボールの動きが読みやすく、最後まで転がり続ける感じも良い。
オイルの濃淡を感じさせにくいボールでコンディションを攻略せよ！
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